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1.  現代と伝統
「伝統」という言葉を耳にする機会が、ほとんどなくなってきているように思われ
る。思い返しても、その言葉について何らかの感情を込めて語られた記憶が無いよ
うである。関心をもたないというのではないけれども、われわれの感覚において、
親しみを感じにくい言葉になってしまったようである。日常生活において、真面目
な顔でもって「伝統」という言葉を口にしようとするならば、わずかなりとも勇気を
必要とするのが事実ではないだろうか。
現代は、いろいろな科学技術が進歩する中でも、特に情報の伝達技術が急速に発
達した世界になっている。個人ではとてもすべてを摂取しきれない量ゆえに、情報
過多の社会と言われる。多くの人々にとって、知り得ることのない大量の内容を持
った情報が発信されていて、知らぬ間に消えていっている。同じ興味関心を持つ人々
の集まりがインターネット上の情報を介して成立する一方で、以前のような世代間
の、あるいは隣人どうしの、あるいは友人との間の交流が少なくなってきている。
このような急速な社会変化がもたらしているものは、現代人の精神的不安であると
言ってもよいだろう。
しかし社会の変化によって生まれてくる生活上の不安を抱えねばならないのは、
高度な情報社会に生きなければならない現代人だけであると考えようとするならば、
それは甘えとなるだろう。確かに、われわれは新しい世界を迎えている。とはいえ
世界はいつの時代も新しいものではなかったであろうか。今後、さらなる科学技術
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の発達も見込まれるゆえに、われわれより後世の人々が、われわれの時代を羨むこ
とがあるかもしれないのである。
新しいものが出現すると、伝統を軽んじる傾向が強くなる。それまでの生活の目
標や方針を見失うことで、人はくりかえし迷路に入って、出口を探しつつ不安のな
かに生きていかなければならならないのである。われわれが新しい時代を迎える際
に、本当に必要なことは、伝統の意義を再確認してみることなのではないだろうか。
ところがT.S. Eliotによれば、実際には、伝統は相続することが不可能なものな
のである。なぜなら、エリオットの言う伝統とは、多大な労力をはらって、くりかえ
し獲得していかなければならないものだからである。1 エリオットが言わんとする伝
統とは、伝承のために造られる型のようなものではない。それを受け継ぐためには
努力が必要なものなのである。そしてエリオットは、われわれが受け継いで身につ
けなければならないものを「歴史的感覚」という言葉で説明する。
… the historical sense involves a perception, not only of the pastness of the past, 
but of its presence; the historical sense compels a man to write not merely with 
his own generation in his bones, but with a feeling that the whole of the literature 
of Europe from Homer and within it the whole of the literature of his own 
country has a simultaneous existence and composes a simultaneous order. This 
historical sense, which is a sense of the timeless as well as of the temporal and of 
the timeless and of the temporal together, is what makes a writer traditional. And 
it is at the same time what makes a writer most acutely conscious of his place in 
time, of his own contemporaneity.2
エリオットの「歴史的感覚」とは、歴史を過去のものとして知っているという知識だ
けではなく、人が連続する歴史の中に生きていなければならないのである。また人
が生きている時代の変化する世界の性格も知らなくてはならないのである。伝統を
身に付けた上で、同時に生きている現代とその未来を考えていかなければならない
のである。それをエリオットは「歴史的感覚」と言うのである。
アイルランド出身の批評家・随筆家であるRobert Lyndは、「批評家」について述
べた文章の中で、次のように言っている。
The critic must have respect for the life of his own times as well as for the 
writings of the dead. He cannot safely yield to the belief that great literature is a 
temple that has already been built. If he does not know that creation is still going 
on, he is little more than a guide to the ruins of classical architecture.3
リンドとエリオットを比べてみると、現在と過去において、リンドの方が、現在に
やや重点を置いている表現をしているようである。そこにはリンドの楽観性があら
われていると考えられる。しかしリンドもエリオットのように、過去と現在の両方を
尊重しなければならないと言っている点は同じである。そしてリンドの言うように、
創造は続いているのである。
われわれは何故に伝統を讃えるのであろうか。率直に言ってしまえば、いろいろ
な伝統があるであろうが、伝統そのものを愛しているからではないだろうか。ある
いはそれが生きている人にとって、ありがたいという気持ちがあるということでは
ないだろうか。もしそうでなければ、過去を重んじようとする考えは、ペダンテイ
ックであることも疑われるのである。
現代だけでなく、いつの時代も、過去ばかりか、生きている時代への敬意を失い
かけることがあるであろう。新しい時代に落胆している人々は、過去への関心を失
っていることが考えられるのである。エリオットの「歴史的感覚」、リンドの「過去
と現代への敬意」を修得しようとする人は、現代と未来において、迷える人にとっ
ての良き相談相手になる資格を持つことになるだろう。
そしてエリオットは、「歴史的感覚」を身につける際の困難に対して、自信を失っ
てしまうわれわれに、芸術の本質について断言するのである。
He [ the poet ] must be quite aware of the obvious fact that art never improves, 
but that the material of art is never quite the same.4
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ここでエリオットの「詩人」という言葉は、リンドにおける「批評家」と同様に、芸
術にかかわるものと、広義に解してもよいであろう。芸術は進歩しないのは明らか
だと断ずるエリオットの言葉は、既に迷路の中に入ったわれわれの良き道しるべと
なるはずである。
2.  フロストの‘earth’と‘sensibility’
エマスンに始まり、ソローに流れ、フロストに終わるとする系譜（‘line’）について、
James M. Coxが論じている。コックスの論点は3人が継承する精神を証明すること
である。5 その中で、まず、エマスンの特色は詩よりエッセイにあるのだとして、本
質的には説教師であることを指摘する。そしてエマスンのエッセイの特徴について、
次のように述べている。
Throughout EmersonÕs essays, there sounds the evangelical admonition─a 
clarion call for action. But action for Emerson is really a reflection of the soul. 
That is why EmersonÕs primordial act is Man seeing Nature. If he truly sees 
nature, then he becomes a transparent eyeball, and if he becomes that, he can 
truly see nature. That is the first and last metaphor for Emerson.6
エマスンに関してよく知られる「透明なる眼球」である。ただしエマスンは実行を呼
びかけはするものの、性格は内省的である。しかしながらエマスンは彼以前の誰よ
りも、雄弁な存在として、その地域の理想的な性格を表現した。しかし彼の本当の
夢は‘self-reliant’な人間を生むことにあったのであって、それはソローが実現する
ことになるのだと続く。
Emerson had not wanted disciples; whatever of god he had in him, and whatever 
influence he felt himself having on the young, his dream was of bringing forth 
self-reliant men. He wanted to be a prophet in the true sense, which meant that, 
rather than merely predicting the future, he was determined to call it into being. 
Thus, he called for an American poet, and there was Thoreau;7
そしてエマソン、ソローよりもさらにもっと「土」の方へと向かうフロストをニュー
・イングランドの「記憶、あるいは伝統」と称えて、先駆者以上にアメリカ人のアイ
デンティティーを体現しているのだとし、その‘line’はフロストで終わりであるとい
うのがコックスの主張なのである。コックスはニュー・イングランドの伝統を、開拓
者精神を象徴する「土」に見ているようである。8
ところがLawrence Buellの場合は、ニュー・イングランドの伝統はフロストで終
わると論じるコックスとは異なって、フロストとニュー・イングランドの先駆者との
関係よりも、イギリスのMatthew ArnoldやRobert Browningとのつながりを重視
しようとするのである。9 ビュエルにとっての‘FrostÕs New Englandism’は‘the 
regional sensibility’にあるのであって、フロストはエマスンやソローよりも、コッ
クスが排したディキンスンにより近いということになるのである。そして 
‘sensibility’は当然、ニュー・イングランドだけのものではない。
In short, Frost believed, as for the most part did the Fireside group as a whole, in 
a species of poetic colloquiality which would be locally nuanced, but which 
would also, and by the same token, take its place in an Anglophonic symposium 
to which Yeats and Hardy and Robinson, Emerson and Longfellow and Arnold, 
Shakespeare and Wordsworth and Keats, all rightfully belonged. The assumption 
of a shared Anglophone poetic (without sacrifice of local particularity) and the 
goal of a publicly accessible poetic communication (without sacrifice of 
complexity) were the two most basic coordinates of FrostÕs conception of what 
the historical and social position of poesis should be. This ethos of cosmopolitan 
localism, or localist cosmopolitanism may not, as doctrine, sound particularly 
striking or glamorous; but its best poetic results have been admirable, and in a 
deeply divided but intractably global world it merits a fresh look.10
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これがビュエルの論文の結語なのであるが、‘sensibility’をキーワードにしたビュ
エルは、大西洋を越えて、つながりを探っているのである。
3.  フロストと日常的なもの
フロストの詩集を開いて、そのテーマについて調べてみると、はっきりと分類し
難いものがあるものの、フロスト自身のことを述べた詩を含めて、その多くが日常
的な内容であることがわかるのである。A BoyÕs Willの中で、フロストが自分自身の
ことを述べているとみなされる‘Into My Own’、‘In Neglect’、‘The Trial by 
Existence’、‘Pan with Us’、‘The DemiurgeÕs Laugh’、‘My Butterfly’の6詩を
除けば、残りの24詩は塵界を離れた田舎での静かな日々の生活を想起させる内容で
ある。11   North of Bostonにおいては、A BoyÕs Willの中に見られるようなフロスト
の精神の葛藤が表面に出ずに、日常的出来事の描写に終始している。それゆえに最
も統一性のある詩集との印象を与えるのである。
しかしながら日常的な詩だからと言って、事件が起きないことはないのであって、
実際、公刊された9冊の詩集の中には必ず穏やかな日常性と反する詩が配置されて
いるのである。その点からすれば、フロストの詩は、お上品な詩とは言えないので
ある。‘Home Burial’や‘“Out, Out─”’のように子どもが命を落とす詩や‘The 
Trial by Existence’のように不吉なことが起こることを予感させる詩、‘To E.T.’や
‘Not to Keep’のように戦争に関する詩などは、日常的な詩であるとは言い難いの
である。そのような詩は事件のように、日常ならぬこととして強調して扱ってもよ
いはずなのであるが、フロストは日常的なことであるかのような調子で、抑制を効
かせて書いているので、目立つものにはなっていないのである。
Mountain Intervalになると‘A Patch of Old Snow’のような日常の小さな発見
や ‘Meeting and Passing’のように繊細さの感じられる特徴を表す詩が見られる。
それはNew Hampshireを経てWest-Running Brookになるとより一層あきらかにな
ってゆくのである。
Spring Pools
These pools that, though in forests, still reflect
The total sky almost without defect,
And like the flowers beside them, chill and shiver,
Will like the flowers beside them soon be gone,
And yet not out by any brook or river,
But up by roots to bring dark foliage on.
The trees that have it in their pent-up buds
To darken nature and be summer woods─
Let them think twice before they use their powers
To blot out and drink up and sweep away
These flowery waters and these watery flowers
From snow that melted only yesterday.
フロストは、春になると雪がとけて、わずかに現れて、いつの間にか消える水たま
りに注目している。これは ‘A Patch of Old Snow’において、わずかに残った消え
ゆく雪に思いを凝らした心情と共鳴するのである。
一方で、フロストには‘Storm Fear’や‘Snow’のように人間の日常生活を脅か
すような厳しい自然の「雪」があるということにも注目しなければならない。そのよ
うな指摘は、他の詩においても可能である。
Fireflies in the Garden
Here come real stars to fill the upper skies,
And here on earth come emulating flies,
That though they never equal stars in size,
(And they were never really stars at heart)
Achieve at times a very star-like start.
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Only, of course, they canÕ t sustain the part.
‘Stars’や ‘Canis Major’のように、煌煌と輝く星を好んだフロストであった、しか
し、このように星と比べてみれば、はかなく消えていくだけの火の粉にも同情する
フロストがいるのである。このようにわれわれはフロストの中に、「遠いもの」と「近
いもの」、「荒々しさ」と「繊細さ」のように、対立する要素を見つけるのは難しいこ
とではないのである。この詩人をある一つの面で捉えようとするのは容易ではない
のである。
日常的なことでも、落ち着いて見ることができるものと、そうでないものがある。
見えないものを見ようとするフロストがいる。
    
A Passing Glimpse
I often see flowers from a passing car
That are gone before I can tell what they are.
I want to get out of the train and go back
To see what they were beside the track.
I name all the flowers I am sure they werenÕ t:
Not fireweed loving where woods have burnt─
Not bluebells gracing a tunnel mouth─
Not lupine living on sand and drouth.
Was something brushed across my mind
That no one on earth will ever find?
Heaven gives its glimpses only to those
Not in position to look too close.
このような感慨をもつのは、花に強い関心があるからということが、第一に言える
であろう。一瞬のこととても大事にする詩人の魂を些細なところにおいて証明して
いるように思われる。おとなは諦めるものであるのだが、見えないものを見ようと
するところに詩が生まれるのである。しかし最終連にあるように、この詩人は複眼
的な考え方をする。見えないところにいるからこそ見えるのだと言い切るフロスト
なのである。そしてそれはまた、詩について述べたフロストの言葉として有名な‘a 
momentary stay against confusion’12 をも思い出させるのである。
われわれはフロストにユーモアがあることを忘れてはならない。
The Door in the Dark
In going from room to room in the dark,
I reached out blindly to save my face,
But neglected, however lightly, to lace
My fingers and close my arms in an arc.
A slim door got in past my guard,
And hit me a blow in the head so hard
I had my native simile jarred.
So people and things donÕ t pair any more
With what they used to pair with before.
このような日常的な事柄もユーモアにくるめて詩にしてしまうのである。同じように
日常生活の失敗をユーモアで表現した詩として、鍬をあやまって踏んでしまって、
柄が起き上がって痛い目に会ったという、 ‘The Objection to Being Stepped On’も
ある。
しかしフロストもA Further Range以降になると日常にも懐疑的な詩が多く見ら
れるようになってくるのである。
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Unharvested
A scent of ripeness from over a wall.
And come to leave the routine road
And look for what had made me stall,
There sure enough was an apple tree
That had eased itself of its summer load,
And of all but its trivial foliage free,
Now breathed as light as a ladyÕ s fan.
For there there had been an apple fall
As complete as the apple had given man.
The ground was one circle of solid red.
May something go always unharvested!
May much stay out of our stated plan,
Apples or something forgotten and left,
So smelling their sweetness would be no theft.
収穫後の幸せを歌った‘After Apple- Picking’と比較してみると、同じリンゴが対
称的な扱いになっていることが分かるであろう。フロストは無残にも収穫されずに
落下したリンゴに、これもまた自然の一面（フロストにとっては人間もまた自然）で
あると思いを巡らせるのである。
There Are Roughly Zones
We sit indoors and talk of the cold outside.
And every gust that gathers strength and heaves
Is a threat to the house. But the house has long been tried.
We think of the tree. If it never again has leaves,
WeÕ ll know, we say, that this was the night it died.
It is very far north, we admit, to have brought the peach.
What comes over a man, is it soul or mind─
That to no limits and bounds he can stay confined?
You would say his ambition was to extend the reach
Clear to the Arctic of every living kind.
Why is his nature forever so hard to teach
That though there is no fixed line between wrong and right,
There are roughly zones whose laws must be obeyed.
There is nothing much we can do for the tree tonight,
But we canÕ t help feeling more than a little betrayed
That the northwest wind should rise to such a height
Just when the cold went down so many below.
The tree has no leaves and may never have them again.
We must wait till some months hence in the spring to know.
But if it is destined never again to grow,
It can blame this limitless trait in the hearts of men.
強いばかりではない、弱気になるフロストを見る思いである。このような内容の詩も、
身の周りのもの（ここでは木）にたくして詠むのがフロスト流なのである。
われわれは優しくない、あるいは善良でないフロストを見つけることも同じく難
しくないのである。‘Provide, Provide’、‘The Subverted Flower’、‘Haec Fabula 
Docet’などの詩が表す酷さのある教訓もフロストの一面なのである。 
コックスがエマスン、ソロー、フロストに共通する要素とした「土」を表している
‘To Earthward’という詩の中での最終連は‘The hurt is not enough:/ I long for 
weight and strength / To feel the earth as rough / To all my length.’となっている。
フロストは開拓者精神のように、苦労は耐えるべきものという考えを強く持ってい
た。しかしそのように強靭な精神を訴えるフロストと共に、苦しみから逃げ出した
いと願っているフロストがまたいることも、われわれは読み取るべきなのである。
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‘Stopping by Woods on a Snowy Evening’や‘Desert Places’のような有名なフ
ロストの詩の背景には、そのようなものがあると考えてよいのである。
信仰に関する詩についても同じように対立する要素が見られるのである。
Not All There
I turned to speak to God
About the worldÕ s despair;
But to make bad matters worse
I found God wasnÕ t there.
God turned to speak to me
(DonÕ t anybody laugh)
God found I wasnÕ t there─
At least not over half.
このように神を揶揄しているような表現もあれば、反対に次のようなものがあるの
である。
    Sycamore
Zaccheus he
Did climb the tree 
Our Lord to see.
フロストにキリスト、むしろキリストのような存在をしたう気持ちが強くあったとし
ても、不思議はないだろうと思うのである。
結局、フロストは彼の日常生活に関して、できる限り多面的な見方でもって詩作
しようとしたと考えられるのである。自然を称賛するだけではなく、自然と人間や
物事との新しいつながりを見つけようとしたのである。好ましいことのみを歌うの
ではなく、その態度は必然的に、そうでないものに同じくらい真剣に対峙するとい
うことになった。そしてすべてのものを愛するようになっていったのである。
I had a loverÕ s quarrel with the world.
人生を愛する人とのいさかいにたとえた、そしてフロストの墓碑銘となった、 
‘Lesson for Today’の中のこの一行こそ、フロストをよく表している詩句であると
思われるのである。
Notes
1. Eliot, T.S., Selected Prose of T.S. Eliot (New York: Harcourt Brace and Company, 1975), p.38.
2. Ibid., p.38.
3. Lynd, Robert, Books and Authors (New York: G.P. PutnamÕs Sons, 1923), p.310.　
4. Eliot, T.S., Selected Prose of T.S. Eliot (New York: Harcourt Brace and Company, 1975), p.39.
5. Frost Centennial Essays (Jackson: University Press of Mississippi, 1974), p.545.
6. Ibid., p.546.
7. Ibid., p.548.
8. Ibid., pp.551-553.
9. Faggen, Robert, ed. The Cambridge Companion to Robert Frost (Cambridge: Cambridge 
University Press, 2001), p.101.
10. Ibid., p.119.
11. Robert Frost Collected Poems, Prose, & Plays, (The Library of America,1995)
 引用した詩はすべてこの版による。
12. Ibid., p.777.
